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本課題は、従来の遷移金属触媒による配位重合では達成できない、新しいオレフィン系ポリマーの創製

を可能とする高性能触媒の設計･創製や合成したポリマーの特性解析に関する。特にこれまでの研究成果

で得られた知見を基に、エチレンと多置換オレフィンや極性オレフィンとの共重合体を効率よく合成可能

とする高性能錯体触媒の設計・創製や手法の開拓、さらに得られた新規ポリマーの特性・物性解析を目的

とする。平成 19 年度の成果は以下の通りである。 
①配位子の異なるハーフメタロセン型チタン錯体触媒 Cp’TiCl2(L) を用い、反応性の異なる 2 つのオレフ

ィンを同一分子内に有する 4-ビニルシクロヘキセンとエチレンとの共重合により、側鎖に不飽和結合を有

する共重合体の合成、続く側鎖の極性官能基化を検討した。特に CpTiCl2(N=CtBu2) 錯体触媒が最も効率よ

く目的の共重合体を与えることを明らかにし、続く過酸化物による側鎖オレフィンの酸化により側鎖にエ

ポキシ基を有するエチレン共重合体の精密合成に成功した。 
②エチレンと多置換オレフィンとの共重合に有望な錯体触媒として各種フェノキシ配位子を有するトリ

スピラゾリルボラン (Tp) 配位チタンジクロロ錯体、Tp’TiCl2(O-2,6-R2C6H3) [Tp’ = Tp or TpMe, R = H, Me, 
iPr, Ph] の合成・単離条件を確立し、同錯体の同定及び単結晶 X 線構造解析による構造決定に成功した。

今後触媒性能を評価する予定である。 
③極性官能基を有するオレフィンとの直接共重合を可能とするニッケル錯体触媒の設計･合成・同定を検

討している。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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11.研究発表（平成１９年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（ 2 ）件  

著 者 名 論  文  標  題 
Koji Itagaki 他 Effect of Cyclopentadienyl and Anionic Donor Ligand on Monomer Reactivities i

n Copolymerization of Ethylene with 2-Methyl-1-pentene by Nonbridged Half-Tita
nocenes – Cocatalyst Systems 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Macromolecules 有 40 2 0 0 7 6489-6499 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Koji Itagaki 他 Influence of Steric and Electronic Perturbations on the Polymerization Activities 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


